
「教育の質向上サイクル」活動例 情報理工学院

PLAN

○中期目標・中期計画（教
育）を策定する
実施済み：総合企画グルー
プに提出済み

○大学全体に関わる事項
（重点課題）を確認する
学院運営会議において定
期的に実施している

○教育環境の確認をする
系コースからの報告を学院
として集約している

DO

○全学的な観点からのモニ
ターをする

学院運営会議において
定期的に実施している

○学内他組織との調整を
する

必要に応じて他部局との
関係を調整している

CHECK

○学修成果の把握を行う

系コースにおける成果を学院

として集約している

○教員組織の確認を行う

系コースからの報告を学院と

して集約している

○学生との会合等の活用を行う

実施に向けて検討中

ACT

○中期目標・中期計画（教
育）の達成を点検する

学院運営会議において年
２回に実施している

○外部評価等の活用を行う
実施に向けて検討中

○検証システムの検証を行う
実施に向けて準備中

学院レベル



「教育の質向上サイクル」活動例 情報理工学院 数理・計算科学系

教員レベル

PLAN

○各教育課程におけるディグ
リー・ポリシー，カリキュラ
ム・ポリシーを策定する
実施済み: ウェブページで
公開されている

○カリキュラムを作成する
実施済み

○施設・設備の確認をする
実施済み: 教育用計算機に

ついては4年毎に再検討する

DO

○各科目の実施状況をモニ
ターする

毎年実施

CHECK

○授業レビュー会を実施する

（2月または3月, 
奇数年度 学士課程，

偶数年度 大学院）

- 学修成果（成績評価等）を確

認する

- 授業評価アンケート等の集

約・点検を行う

ACT

○授業レビュー会を実施する
- 再実施に向けたフィード
バックを行う

- 体系性・一貫性を確認する
○カリキュラムを再検討（科
目の新設，廃止等）
- 毎年度(9月~11月)
下記については，系の学士
課程が完成する2019 年度末
または2020 年度始めに予定
- 各教育課程の有効性の検
討を行う

- 社会的ニーズとの照らし合
わせを行う

系・コースレベル

PLAN

○科目の位置づけ，ねらい，
内容・構成
実施済み

○シラバス作成（教材，成績
評価など ）

実施済み

DO

○授業実施
毎年度実施

○実施中の調整（修正）
毎年度実施

CHECK

○学修成果（成績評価）

毎年度実施

○授業評価アンケート等の情報

整理

毎年度実施・省察

ACT

○改善策の検討
毎年度実施

○再実施に向けた準備（FD
等を含む）
必要に応じ実施



「教育の質向上サイクル」活動例 情報理工学院 情報工学系

教員レベル

PLAN

○各教育課程におけるディグ
リー・ポリシー，カリキュラ
ム・ポリシーを策定する
実施済み: ウェブページで
公開されている

○カリキュラムを作成する
実施済み

○施設・設備の確認をする
実施済み

DO

○各科目の実施状況を確認
する

毎年実施

CHECK

○FD 研修会を行う

実施済み．毎月教員が報告を

行い全教員でディスカッション

を行っている．

- 学修成果（成績評価等）を確

認する

- 授業評価アンケート等の集

約・点検を行う

ACT

○再実施に向けたフィード
バックを行う。

○体系性・一貫性を確認する。
○カリキュラムを再検討（科
目の新設，廃止等）
- 毎年度(9月~11月)
下記については，系の学士
課程が完成する2019 年度末
または2020 年度始めに予定
- 各教育課程の有効性の検
討を行う

- 社会的ニーズとの照らし合
わせを行う

系・コースレベル

PLAN

○科目の位置づけ，ねらい，
内容・構成
実施済み

○シラバス作成（教材，成績
評価など ）

実施済み

DO

○授業実施
毎年度実施

○実施中の調整（修正）
毎年度実施

CHECK

○学修成果（成績評価）

毎年度実施

○授業評価アンケート等の確認

毎年度実施

ACT

○改善策の検討
毎年度実施

○再実施に向けた準備（FD
等を含む）
必要に応じ実施


